
《や
ま
も
と
・さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７
月

９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋
南
高
校
卒

業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー
シ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。

２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ

イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法
人
・社

会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統

括
本
部
長
就
任
。
２
０
１
９
年
第
２
５
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（比
例
代
表
）に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０

２
１
年
第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）に
自
民
党
公

認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か

ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を

訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ

ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０

２
２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

兼

復
興

大
臣
政
務
官

に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技

術
・文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０

２
４
年

第

５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５
１
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目
の
当
選
。
英
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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令
和
８
年
３
月
４
日
の
衆
議
院
・
文
部

科
学
委
員
会
で
、
私
は
、
日
本
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
安
心
し
て
世
界
に
挑
戦
で
き

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
「
レ
コ
ー
ド
演

奏
・
伝
達
権
」
を
早
期
に
法
制
化
す
べ
き

だ
と
文
部
科
学
大
臣
に
訴
え
ま
し
た
。

海
外
で
活
動
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
こ

の
権
利
は
日
本
に
も
必
要
不
可
欠
だ
と
考

え
、
一
期
目
か
ら
そ
の
必
要
性
を
訴
え
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
５
月
１
５
日
、
「
レ
コ
ー
ド
演

奏
・
伝
達
権
」
の
創
設
を
含
む
著
作
権
法

改
正
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
に
提
出

さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
内
容
を
解
説
し
ま
す
。

≪

レ
コ
ー
ド
演
奏
・
伝
達
権≫

レ
コ
ー
ド
演
奏
・
伝
達
権
と
は
、
飲
食

店
や
ホ
テ
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
音
楽
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
利
用
さ
れ

た
際
に
、
歌
手
や
演
奏
者
、
レ
コ
ー
ド
製

作
者
に
も
適
切
な
対
価
を
還
元
す
る
た
め

の
新
た
な
権
利
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
作
詞

家
や
作
曲
家
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
な
ど
を

通
じ
て
使
用
料
が
分
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

実
際
に
歌
い
、
演
奏
し
、
音
源
を
制
作
し

た
側
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
利
用
に
対
す
る
十
分

な
対
価
還
元
の
仕
組
み
が
法
律
上
整
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

音
楽
の
魅
力
は
、
詞
や
曲
だ
け
で
成
り

立
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歌
声
や
演

奏
、
録
音
、
ア
レ
ン
ジ
な
ど
、
多
く
の
表

現
が
重
な
っ
て
、
一
つ
の
作
品
と
し
て
世

界
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
価
値
を
支
え
る
人
々
に
正

当
な
対
価
が
届
く
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と

は
、
日
本
の
音
楽
文
化
を
守
り
、
育
て
て

い
く
上
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

《
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
た
日
本
》

今
回
の
改
正
の
背
景
に
は
、
海
外
と
の

制
度
差
と
、
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
海

外
で
正
当
な
対
価
を
受
け
取
れ
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

海
外
で
は
、
多
く
の
国
や
地
域
で
、
店

舗
や
商
業
施
設
な
ど
で
音
楽
が
利
用
さ
れ

た
際
、
歌
手
や
演
奏
家
、
レ
コ
ー
ド
製
作

者
に
も
使
用
料
が
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
３
８
カ
国
の
中
で
、
こ
の
制
度

を
導
入
し
て
い
な
い
の
は
日
本
と
ア
メ
リ

カ
だ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
著
作
権
の
国
際
ル
ー
ル
に
は

「
相
互
主
義
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

日
本
国
内
で
こ
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
海
外
で
日
本
の
楽
曲
が

利
用
さ
れ
て
も
、
日
本
側
に
十
分
な
対
価

が
還
元
さ
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し

た
。

《
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
》

私
は
元
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、
世

界
を
相
手
に
戦
い
続
け
る
に
は
、
才
能
だ

け
で
な
く
挑
戦
を
支
え
る
環
境
が
不
可
欠

だ
と
実
感
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
音
楽

や
エ
ン
タ
メ
の
世
界
で
も
同
じ
で
す
。

そ
の
思
い
か
ら
、
令
和
５
年
４
月
に
は

三
谷
英
弘
衆
議
院
議
員
と
と
も
に
「
レ

コ
ー
ド
演
奏
・
伝
達
権
勉
強
会
」
の
発
足

メ
ン
バ
ー
と
し
て
議
論
を
重
ね
、
２
期
目

当
選
直
後
の
衆
議
院
・
文
部
科
学
委
員
会

で
も
法
改
正
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し

た
。

《
法
改
正
が
も
た
ら
す
効
果
と
、
こ
れ
か

ら
の
決
意
》

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
歌
手
や
演
奏

家
、
レ
コ
ー
ド
製
作
者
へ
の
適
切
な
対
価

還
元
が
進
み
、
新
た
な
音
楽
が
生
ま
れ
る

好
循
環
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。今

、
日
本
の
音
楽
や
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー

ム
な
ど
は
世
界
中
で
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界
に
挑
戦
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
正
当
に
評
価
さ
れ
、

そ
の
収
益
を
次
の
創
作
や
若
手
育
成
に
つ

な
げ
ら
れ
る
環
境
整
備
が
重
要
で
す
。
海

外
か
ら
の
対
価
還
流
が
進
め
ば
、
日
本
の

エ
ン
タ
メ
産
業
の
成
長
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。一

方
で
、
法
案
提
出
は
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
ス
タ
ー
ト
で
す
。
小
規
模
店
舗
へ
の

配
慮
や
、
徴
収
・
分
配
の
透
明
性
、
手
続

き
の
簡
素
化
な
ど
、
公
正
で
納
得
感
の
あ

る
制
度
設
計
が
今
後
重
要
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
よ
り
自

由
に
世
界
へ
挑
戦
で
き
る
環
境
を
実
現
す

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員

日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
よ

り
世
界
に
挑
戦
で
き
る
国
へ



資料解説
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ

レコード演奏・伝達権について

開会中も土日は、地元で活動しています。気軽にイベントなどにお声かけください！

街中でポスターを貼らせ
ていただいています。
掲示にご協力いただける
方は、是非事務所まで、
ご連絡ください！

朝の駅頭活動も定期的に続けています。国会会期中でも、地元で
皆さんと直接お会いし、声を伺える大切な時間です。急に暑く
なってきましたが、朝はまだ少し涼しいです。
また、豊橋・飯村地域の皆さんと。現場で直接伺うリアルな声が、
何よりの学びです。いただいた温かく熱い想いを、しっかり政策
と行動につなげていきます。
地域でのミニ集会も開催しています。少人数でも大歓迎です。

４

５
６

三谷英弘議員とともに、山本左近
も実演家の権利擁護に関する議論
を開始。
令和5年4月25日

バーチャルスポーツ・ス
ポーツDX 推進PTに、
冨林勇佑選手に自民党に
お越しいただきました。
グランツーリスモの世界
大会で優勝した後、今は
リアルなSuperGTでレー
サーとして活躍されてい
る選手です！

日本の制度的立ち遅れの確認
OECD38ヶ国中で導入してないの
は日本とアメリカのみ。 日本レコード協会等、幅広く業界

団体へのヒアリングを実施し、現
状と課題を把握する。

地域の文化振興、
コンテンツ産業を日本の成長戦
略の柱として位置付ける議論が
展開。

令和8年3月4日、パブリック
コメント（２２６件）の結果
を踏まえ、最終報告書案が了
承された。

令和8年3月4日、「海外で
アーティストがさらに活躍で
きる環境整備の必要性」を訴
え、本権利の早期法制化を国
会にて強く訴えた。

小規模事業者への配慮、既存
の著作権管理団体との連携に
よる効率的な徴収システムの
構築が重要な論点

5月15日、政府はBGM使用量を実演
家・レコード制作者にも支払う「レ
コード演奏・伝達権」の創設を含む
改正案を閣議決定。

これにより、日本の楽曲が海外
で使用された際の相互主義が可
能となり、
国内音楽産業の国際競争力が強
化される。

文化審議会「政策小委員会
報告書」の取りまとめ

日本の制度的立ち遅れの確認

クリエイター
への還元

日本のアーティストがより自由に、
世界に挑戦できる国へ

議論の始まりと課題の顕在下

衆議院・文部科学委員会にて
山本左近議員による質疑

著作権法改正案の閣議決定
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